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ニホンカナヘビとこホントカゲ(有鱗目,トカゲ

亜目)の連続死
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ニホンカナ-ビTah〆romus tachydromoides

(Schlegel)とニホントカゲEumeces　血tisciムー

a如s (Hallowell)は、　南西諸島を除き全国

的に分布する普通種である(疋田1996　竹中,

1996),　これら2種は和歌山県白浜町にある

京都大学瀬戸臨海実験所構内では、毎年春にな

るとほぼ同時に出現し、構内各所に多数の個体

が見られる。今回、構内の一地点で両種が相並

んで連続死した際にニホントカゲの奇妙な行動

が観察されたので報告する。

発見場所

和歌山県白浜町京都大学瀬戸臨海実験所構内

(ゴミ集積場南に生育の桑の木とその傍らの通

路の間)

発見日時

2000年4月14日午前6時30分(これ以降約

4時間の間に数度観察)

発見当時の状況とその後

死亡したばかりと思われるニホンカナ-ど成

体1個体のすぐ脇(約10cm間隔)に、これより

やや小形で青色がかった尾をもつ昨年生まれの

ニホソトカゲ幼体が見られた。ニホントカゲは

生きており、靴先で触れると少し移動するが,

逃げないで元の場所に帰ってきた。そして再び

ニホソカナ-どの死体と約10enの間隔をあけ相

並んだ。発見時点から4時間後にニホントカゲ

の尾が切れていた。両者とも外傷がなかったの

で、数日間そのままの状態で観察し続けたとこ

ろ、両者とも生き返ることなく、他の動物につ
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成体のニホンカナ-どの死因(大きさからみ

て老衰死ではない)も含め、両者が相並んでい

たことで、主として二つの可能性が考えられる。

(1)両者の争いによる共倒れ。ニホンカナ-

どの幼体の天敵の一つがニホ・/トカゲであるこ

とが知られている(竹中, 1996)。今回の場合、

ニホントカゲはまだ幼体であるのでその可能性

としては低いだろうが、ほぼ同サイズの両個体

が何らかの理由で相争った結末(2)瀬戸臨海

実験所構内によく出没するイ-ネコのしわざ。

両個体とも外傷をつけずに捕らえ摂食せず単に

お手玉にした結果。後者については高山(私信)

により頻繁に観察されているが並べることはな

いという。その他の原因としては、何らかの病

気あるいは毒物pこよることなども考えられる。

しかし、構内で今回の発見後にも過去にも同様

の事象に遭遇していないので、それらの可能性

は少ないと思われる。 (1)と関連するが、ニホ

ソトカゲ同士は闘争行動があり(疋臥1996参

醍) 、なんらかの内的な致命傷を受けた後、干

ホンカナ-どの死亡場所でたまたま力つきたと

も考えられる。しかし、闘争は雄の成体の問で

しか生じない(疋田、未発表データ)ので、こ

れが今回生じた可能性は少ない。上記のいずれ

の場合にも、死亡したばかりAのニホンカナ-ど

の近くにニホントカゲがあたかも戻ったように

みえた行動を見せたのは偶然であろう。
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